
 

天橋立を世界遺産にする会 平成 24 年度事業計画 

 

○取組の方向 

 世界遺産登録については、昨年度に我が国の「平泉の文化遺産」「小笠原諸島」が登

録されるなど、現在 936件を数え、近年中に 1,000件に迫る見込みとなっている。本年

11月に京都市内で開催される世界遺産条約 40周年記念会合ファイナルイベントに合わ

せ、行政サイドでは、天橋立の世界遺産登録に向けて国際的な視点からの研究をさらに

進めるほか、海外に対する情報発信を積極的に行うなど、国際的な認知度の向上に努め

ることとしている。 

こうした中、本会においても、天橋立の持つ価値や世界遺産登録推進に向けた取組に

ついて、ホームページや会報等をとおして国内外に広くＰＲしていくとともに、改めて

世界遺産登録を行う天橋立について学び、天橋立への思いを新たにし、地域の宝「天橋

立」を子どもたちへ継承していくため、地元住民が主体となった推進活動を展開し、地

域の活性化へつなげることとする。 

また、登録推進に向けた息の長い取組を継続できるよう、更なる会員募集を行うとと

もに、関係団体との連携を図り、多層的に天橋立の世界遺産登録に向けた気運を高めて

いくこととする。 

 

○事業概要 

 ①天橋立世界遺産登録研究・ＰＲ事業【1,800 千円】 

天橋立の世界遺産登録運動の次なる展開に向け、海外を含む先進地での取組を学び、

実践につなげるとともに、当運動の情報発信を行う各種ＰＲ事業を推進する。 

  

 ◆天橋立世界遺産シンポジウムの開催（500 千円） 

平成 24 年 11 月に京都市内で行われる世界遺産条約 40 周年記念会議に関連して、

海外から京都市内を訪れる専門家を天橋立へ招聘・接待し、シンポジウムを開催する

ことで、海外の視点からの研究を深めるとともに、天橋立の遺産価値についてアピー

ルを行う。（京都府・宮津市・与謝野町・伊根町・天橋立を世界遺産にする会の共催） 

第 1回：日時 平成 24年 11月 9日又は 10日（調整中） 

場所 未定 

第 2回：日時 平成 25年 3月 

 

 ◆天橋立世界遺産登録推進グッズ等によるＰＲ活動（700 千円） 

 シンボルマーク等を活用したグッズ等の情報発信媒体を作成・配布し、外国人観光

客など、日本内外へ広くＰＲする。 

・ ＰＲうちわの作成（英語・中国語表記） 

・ 懸垂幕等の補修・付替え 

・ タグボートにのぼり・看板等の設置 他 

 

 ◆外国語ホームページの作成（500 千円） 

 天橋立を世界遺産にする会のホームページをリニューアルし、内容の充実を図ると

ともに、外国語版（英語・中国語等）を設けることで、本会の活動、天橋立の価値や

世界遺産登録の意義等を世界にＰＲする。 
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 ◆講演会等による普及啓発活動（50 千円） 

  各種講演会等で天橋立の世界遺産登録をＰＲするプレゼンテーションを行い、普及

啓発を進める。 

  

 ◆その他メディア等を通じたＰＲ（50 千円） 

  本会の活動、天橋立の価値や世界遺産登録の意義等を、新聞、テレビなどあらゆる

メディアを通じてＰＲする。 

  

②他団体との連携【300 千円】 

  天橋立を取り巻く関連団体や天橋立を生かしたイベント等との連携を図り、天橋立

の価値の掘り下げや情報発信、環境美化等に努める。 

【主な連携事業】 

 ◆天橋立世界遺産登録推進運動 

・共催相手：社団法人宮津青年会議所（まちづくり委員会） 

・内  容：地域住民を対象に、天橋立の自然・歴史・文化を体感するイベントを

実施し、地域の宝「天橋立」の魅力を発信する。 

・実施時期：平成 24年 10月 

・場  所：未定 

 ◆クリーンはしだて１人１坪大作戦 

クリーンはしだて１人１坪大作戦実行委員会（事務局：天橋立を守る会）が開催

する天橋立の松並木の清掃活動に参加し、地元住民、団体、行政などが協働して天

橋立の美化に努める。 

※第 37回クリーンはしだて１人１坪大作戦 

・日時 平成 24年４月８日 

・参加人数 約 2,000 人  ・ごみ回収量 約 6t 

※クリーンはしだて１人１坪大作戦 第６回迎春天橋立一斉清掃 

・日時 平成 24年 12 月 

 

③その他・会員拡大に向けて 

  世界遺産登録推進に向けた取組を継続していくため、本年度より、個人会費を無料と

し、地域内外を問わず大人から子どもまで広く会員募集を行うこととする。また、団体

会員は従来どおり一口 10,000円以上の会費をお願いし、会の運営安定化につなげるとと

もに、地域団体が一体となった推進活動を展開することとする。 

 

※参考：行政の取組 

◆天橋立の世界遺産登録に向けた調査研究事業 

  文化庁からの課題を踏まえ、提案コンセプトの修正、天橋立の調査研究の継続実施、

国際的な理解・評価の向上に努める。また、平成 24年 11月に京都市内で予定されて

いる世界遺産条約 40周年記念会議に向けたＰＲ準備を進める。 

○「天橋立世界遺産登録可能性検討委員会」の運営 

○国際シンポジウムの開催 

○登録推進ＤＶＤ・外国語パンフレットの作成 

○天橋立ボーリング調査の実施 


